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靉
光
の《
作
品
》﹇
図
1
﹈
は
わ
ず
か
二
六
・
四

×
一
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
き
わ
め
て
小
さ
い
。

そ
こ
に
人
体
と
ガ
ラ
ク
タ
の
よ
う
な
オ
ブ
ジ
ェ
の

混
在
し
た
不
思
議
な
イ
メ
ー
ジ
が
、
驚
く
べ
き
密

度
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
類
す
る《
作
品
》

が
宮
城
県
美
術
館
と
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
に

も
一
点
ず
つ
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
作
者
自

身
の
顔
を
二
重
に
ず
ら
し
な
が
ら
、
や
は
り
オ

ブ
ジ
ェ
と
組
み
合
わ
せ
て
描
い
た《
二
重
像
》（
広

島
県
立
美
術
館
蔵
）
も
、
こ
の
連
作
に
含
め
て
よ

い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
四
点
は
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
じ

サ
イ
ズ
で
、
印
刷
再
現
が
困
難
な
ほ
ど
の
細
密

描
写
で
あ
る
が
、
信
じ
が
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
が

エ
ッ
チ
ン
グ
で
も
ペ
ン
画
で
も
な
く
、
面
相
筆
に

よ
る
毛
筆
画
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
靉
光
は
こ

の
超
絶
技
巧
を
、
高
等
小
学
校
卒
業
後
に
一
時

期
勤
め
た
広
島
の
印
刷
所
で
習
得
し
た
ら
し
い

﹇
註
1
﹈。

　

こ
れ
ら
の
素
描
に
は
四
点
と
も
年
記
が
な
い

が
、
制
作
年
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
一
九
四
一
年

が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
四
九

年
に
東
京
と
広
島
で
開
催
さ
れ
た
遺
作
展
、
一

九
五
五
年
に
当
館
で
開
催
さ
れ
た「
四
人
の
作

家
」展
、
一
九
六
一
年
に
南
天
子
画
廊
主
催
で

開
催
さ
れ
た
没
後
十
五
年

展
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

制
作
年
は
一
九
四
〇
年
と

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
一

九
六
五
年
に
刊
行
さ
れ
た

菊
地
芳
一
郎
編『
靉
光
』（
時

の
美
術
社
）
や
、
一
九
六
七

年
に
神
奈
川
県
立
近
代
美

術
館
で
開
催
さ
れ
た「
靉
光 

関
根
正
二
展
」（
企
画
：
朝
日

晃
）
に
お
い
て
一
九
四
一
年

と
い
う
制
作
年
が
付
さ
れ
、

以
後
は
こ
れ
で
定
着
し
た
よ

う
で
あ
る
。

　

菊
地
や
朝
日
は
、
こ
れ
ら

の
制
作
年
を
一
九
四
〇
年
か

ら
一
九
四
一
年
に
修
整
し
た

理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
な

い
。
た
だ
、
当
時
の
美
術
文
化
協
会
の
展
覧
会

目
録
を
順
に
見
て
い
く
と
、
一
九
四
一
年
十
二

月
十
六
日
│
二
十
日
に
銀
座
青
樹
社
で
開
催
さ

れ
た
第
二
回
美
術
文
化
小
品
展
の
目
録
に
、「
靉

光  

作
品
」と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
目
録
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
十
四
点
の
作
品
図
版
の
中
に

靉
光
の
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
美
術

文
化
協
会
の
会
員
だ
っ
た
吉
井
忠
は
、
次
の
よ

う
に
回
想
し
て
い
る
。

「
そ
れ
に
し
て
も
私
が
驚
い
た
の
は
美
術
文

化
が
始
ま
っ
て
何
回
目
か
の
時
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
図
版
に
し
て
出
し
た
彼
の
毛
筆

描
き
の
作
品
を
見
た
時
だ
っ
た
。
こ
の
図

は
軍
部
を
お
そ
れ
た
人
の
手
で
む
し
り
と

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
ま
さ
に
そ
こ
に
超

人
を
発
見
し
た
」﹇
註
2
﹈。

　

こ
れ
を
読
ん
で
、
私
は
当
初
、
次
の
よ
う
に

考
え
た
。
こ
こ
で
吉
井
の
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と

い
う
の
が
、
第
二
回
美
術
文
化
小
品
展
の
目
録

で
、
現
在
確
認
で
き
る
目
録
の
十
四
点
の
図
版

の
ほ
か
に
、
実
際
に
は
も
う
一
ペ
ー
ジ
、
靉
光
の

作
品
図
版
の
掲
載
さ
れ
て
い
た
ペ
ー
ジ
が
あ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
主
検
閲
に
よ
り「
む
し
り

と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」の
で
は
な
い
か
、
と
。
と
い

 

大
谷
省
吾

靉
光
の
細
密
素
描《
作
品
》の
制
作
時
期
を
め
ぐ
っ
て

作
品
研
究

図1  靉光《作品》1941年もしくは1940年　墨・紙  26.4×18cm  東京国立近代美術館蔵
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う
の
も
、
こ
の
展
覧
会
に
先
立
つ
一
九
四
一
年

四
月
五
日
に
は
協
会
の
リ
ー
ダ
ー
福
沢
一
郎
と
、

協
会
を
理
論
的
に
支
え
て
い
た
瀧
口
修
造
が
、

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
共
産
主
義
と
の
関
係
を
疑

わ
れ
て
検
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
は
会
の
存

続
を
図
る
た
め
、
当
局
に
問
題
視
さ
れ
る
よ
う

な
作
品
は
あ
ら
か
じ
め
会
員
相
互
に
よ
っ
て
検

閲
さ
れ
、
発
表
を
控
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
複

数
の
関
係
者
に
よ
っ
て
証
言
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る﹇
註
3
﹈。
そ
の
た
め
こ
の《
作
品
》
を
当

館
で
二
〇
〇
三
年
度
に
収
蔵
し
た
際
に
は
、
制

作
年
を
菊
地
や
朝
日
に
従
っ
て
一
九
四
一
年
と

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
改
め
て
美
術
文
化
協
会
の

戦
前
の
刊
行
物
を
調
べ
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の

際
に
展
覧
会
目
録
で
は
な
く
機
関
誌『
美
術
文

化
』四
号（
一
九
四
〇
年
八
月
三
十
一
日
発
行
）の
目

次
欄
に
、「
製
版
ノ
都
合
ノ
タ
メ
九
頁
│
十
二
頁

ノ
写
真
頁
ヲ
止
ム
ヲ
得
ズ
省
略
シ
マ
シ
タ
」と
記

さ
れ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。
私
が
以
前
に
こ
の

『
美
術
文
化
』
を
調
べ
た
と
き
に
は
コ
ピ
ー
で
し

か
確
認
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
際
に
は
こ
の
記
述
を

当
初
か
ら
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
思
い
込
み
、
気

に
と
め
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
改
め
て
実
物
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
記
述
は
後
か
ら
印
刷

し
た
紙
を
貼
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た﹇
図
2
﹈。
そ
し
て
果
た
せ
る
か
な
、
こ
の

紙
を
め
く
る
と
、
そ
の
下
に
当
初
掲
載
予
定
だ
っ

た
作
品
図
版
の
題
名
と
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る﹇
図
3
﹈。
靉
光
の《
作
品
》は
こ
こ
に

隠
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
近
年
、
前
述
の
吉
井
忠
の
回
想
を
具

体
的
に
裏
付
け
る
一
次
資
料
が
公
開
さ
れ
た
。

『
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
展
』カ
タ
ロ
グ（
板
橋
区
立
美

術
館
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
）に
、
吉
井
忠
の
戦
前

戦
中
の
日
記
が
弘
中
智
子
に
よ
り
書
き
起
こ
さ

れ
、
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
上
述
の

『
美
術
文
化
』四
号
の
編
集
経
過
が
記
さ
れ
て
い

た
。
関
係
部
分
を
抜
き
書
き
す
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
る﹇
註
4
﹈。

一
九
四
〇
年

八
月
六
日
／
朝
、
佐
田
君
来
る
、
ア
イ
光

さ
ん
の
な
か
な
か
い
い
デ
ッ
サ
ン
持
っ
て
来

て
み
せ
る
。
一
頁
大
に
の
せ
や
う
と
云
ふ
こ

と
に
す
る
。
一
寸
あ
れ
だ
け
の
効
果
を
出

す
人
、
あ
る
ま
い
。

八
月
二
十
五
日
／A

so

君
来
る
、
福
沢
が

「
美
文
」四
号
の
ア
イ
光
、
土
屋
の
デ
ッ
サ
ン

困
っ
た
。
発
送
一
寸
待
っ
た
と
テ
ガ
ミ
来
た

と
云
ふ
。
…
ハ
テ
困
っ
た
。

八
月
二
十
八
日
／
福
沢
氏
訪
ね
る（
中
略
）

写
真
版
は
や
っ
ぱ
り
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
に

な
る
。
惜
し
い
も
の
だ
が
、
時
節
柄
止
む
得

な
い
。

　

図
版
が
な
い
の
で
正
確
な
同
定
は
で
き
な
い

が
、
吉
井
の
回
想
と
当
時
の
日
記
、
そ
し
て『
美

術
文
化
』四
号
の
記
載
を
総
合
す
れ
ば
、
靉
光

の
四
点
の
細
密
素
描
の
う
ち
の
一
点（
あ
る
い

は
そ
れ
に
類
し
た
別
の
作
品
）
が
、
こ
の『
美
術
文

化
』四
号
に
掲
載
さ
れ
る
予
定

だ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
、

し
た
が
っ
て
一
九
四
〇
年
七

月
頃
に
は
描
か
れ
て
い
た
と

考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
こ
れ
ら
の
素
描
は
様
式

的
に
見
て
、
い
ず
れ
も
同
じ
頃

に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測

で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
美
術
文
化
協

会
の
自
主
規
制
は
一
九
四
一
年
四
月
に
福
沢
と

瀧
口
が
検
挙
さ
れ
て
以
後
と
考
え
ら
れ
て
き
た

が
、以
上
の
こ
と
か
ら
、
そ
れ
よ
り
前
に
す
で
に
、

自
主
規
制
は
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。『
美
術
文
化
』四
号
に
貼
ら
れ
て
い
た

紙
に
は「
製
版
ノ
都
合
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

吉
井
の
回
想
で
は
、「
軍
部
を
お
そ
れ
た
」
た
め

と
い
い
、
日
記
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
裏
付
け
ら

れ
る
。
作
者
の
靉
光
自
身
は
、
発
表
の
意
思
を

も
っ
て
作
品
を
編
集
担
当
者
に
託
し
た
の
だ
か

ら「
軍
部
を
お
そ
れ
」
る
気
持
ち
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
が
、
と
は
い
え
個
が
抑
圧
さ
れ
る
危
機

的
な
時
期
な
ら
で
は
の
、
一
種
の
切
迫
感
が
こ

れ
ら
の
細
密
素
描
に
認
め
ら
れ
る
の
も
事
実
で

あ
る
。
靉
光
と
親
し
か
っ
た
麻
生
三
郎
は
こ
れ

ら
の
素
描
を
靉
光
の「
仕
事
の
頂
点
」
と
評
し
、

「
そ
の
レ
ア
リ
テ
は
画
家
自
身
に
向
け
ら
れ
た
人

間
解
体
の
音
が
き
こ
え
て
く
る
か
た
ち
に
な
っ

て
、
そ
の
デ
ッ
サ
ン
も
変
化
し
つ
つ
あ
る
の
だ
。

そ
の
物
を
凝
視
す
る
力
と
自
己
解
体
と
が
同
じ

く
ら
い
の
力
で
わ
れ
わ
れ
に
迫
っ
て
く
る
」﹇
註

5
﹈と
述
べ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
靉
光
が
こ
れ
ら
の
細
密
素
描
に

取
り
組
む
に
あ
た
り
、
触
発
を
受
け
た
作
品
が

あ
る
こ
と
も
、
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ひ
と
つ
は
ク
ル
ト
・
セ
リ
グ
マ
ン
の
エ
ッ
チ
ン
グ
、

も
う
ひ
と
つ
は
ピ
サ
ネ
ロ
の
素
描
で
あ
る
。

　

セ
リ
グ
マ
ン
は
パ
リ
で
岡
本
太
郎
と
と
も
に

抽
象
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
止
揚
す
る
よ
う
な

方
向
を
追
求
し
た
画
家
で
あ
り
、
岡
本
の
計
ら

図2  『美術文化』4号（1940年8月）目次の貼紙

図3  貼紙をめくった状態
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い
で
、
一
九
三
六
年
三
月
二
十
六
日
│
三
十
一

日
に
銀
座
三
越
で
ガ
ラ
ス
絵
と
エ
ッ
チ
ン
グ
の

個
展
を
開
催
し
た
。
こ
れ
を
靉
光
と
一
緒
に
見

に
行
っ
た
友
人
の
寺
田
政
明
は
、
靉
光
が「
あ

あ
、
あ
れ
ぐ
ら
い
や
れ
る
わ
い
の
お
」
と
語
り
、

細
密
素
描
に
取
り
組
ん
だ
と
回
想
し
て
い
る﹇
註

6
﹈。
ま
た
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
画
家
ピ
サ
ネ
ロ
の
素

描
は
、
麻
生
三
郎
の
友
人
の
画
家
、
安
孫
子
真

人
が
パ
リ
留
学（
一
九
三
七
年
八
月
│
一
九
三
九
年

一
月
）か
ら
持
ち
帰
っ
た
画
集
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
も
の
で
、
仲
間
う
ち
で
話
題
と
な
り
、
そ
の
中

の
数
点
が『
み
づ
ゑ
』四
一
七
号（
一
九
三
九
年
九

月
）に
特
集
掲
載
も
さ
れ
た
。
麻
生
は
、「
安
孫
子

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
集
め
た
ピ
サ
ネ
ロ
の
画
集
を
見

な
が
ら
、
靉
光
が
思
わ
ず『
俺
に
も
出
来
る
』
と

い
っ
た
言
葉
を
思
い
だ
す
が
、
そ
の
こ
と
は
彼
の

技
術
の
自
信
と
し
て
う
け
と
れ
る
」﹇
註
7
﹈
と
回

想
し
て
い
る
。

　

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
周
辺
に
い
た
セ
リ
グ
マ

ン
と
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
画
家
ピ
サ
ネ
ロ
。
両
者
は

全
く
傾
向
と
し
て
異
な
る
が
、
そ
の
細
密
な
線

描
の
技
巧
的
な
側
面
に
靉
光
は
刺
激
を
受
け
た

の
だ
と
い
う
の
が
、
彼
の
友
人
た
ち
の
共
通
し
た

意
見
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
靉
光
の
素
描
に

は
描
写
の
細
密
さ
よ
り
も
重
要
な
こ
と
が
あ
る
。

最
初
に
触
れ
た
よ
う
に
、
人
体
と
ガ
ラ
ク
タ
の
よ

う
な
オ
ブ
ジ
ェ
と
が
等
価
な
も
の
と
し
て
組
み

合
わ
さ
れ
、
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点

に
こ
そ
靉
光
の
独
創
は
あ
る
。

　
《
作
品
》の
画
面
下
部
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

極
端
に
変
形
さ
れ
た
人
間
の
頭
部
の
よ
う
で
あ

る
。
歯
並
び
の
悪
い
口
を
大
き
く
広
げ
、
そ
こ
に

い
く
つ
も
の
金
属
棒
が
差
し
込
ま
れ
、
ま
た
喉

の
奥
か
ら
肉
塊
が
せ
り
出
し
て
、
そ
の
一
部
は

ね
じ
れ
た
腕
に
、
ま
た
一
部
は
手
回
し
の
ド
リ
ル

の
よ
う
な
道
具
に
連
結
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
頭

部
の
右
に
は
耳
の
よ
う
な
も
の
が
突
き
出
し
て

い
る
が
、
口
と
耳
の
間
に
、
本
来
な
ら
あ
る
は
ず

の
眼
の
部
分
は
空
洞
と
な
っ
て
、
向
こ
う
側
を

覗
き
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
頭
部
の
上
に
は
さ
ら

に
指
の
一
部
や
植
物
の
根
の
よ
う
な
も
の
が
積

み
上
が
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
考
え
あ
わ
せ
た
い
の
が
、
靉
光
の
友

人
の
画
家
、
鶴
岡
政
男
に
よ
る
一
九
五
四
年
の

座
談
会
で
の「
事
で
は
な
く
物
を
描
く
」と
い
う

主
張
で
あ
る
。
こ
れ
は
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
な

主
張
と
し
て
注
目
を
浴
び
た
が
、
鶴
岡
は
こ
の

と
き「
最
後
に
ど
ん
づ
ま
り
に
残
っ
た
、
物
と
し

て
の
人
間
、
精
神
の
な
い
無
機
的
な
存
在
と
い

い
ま
す
か
、
あ
る
い
は
有
機
と
い
う
だ
け
の
こ
と

で
あ
っ
て
、
他
の
動
物
に
ひ
と
し
い
よ
う
な
、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
ま
で
自
分
の
最
後
を
い
っ
ぺ
ん

見
極
め
て
み
た
い
」﹇
註
8
﹈
と
も
述
べ
て
い
る
。

こ
の
発
言
は
鶴
岡
自
身
の
過
酷
な
戦
争
体
験
に

基
づ
い
て
い
る
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
が
、
し
か
し

す
で
に
靉
光
の
細
密
素
描
に
お
い
て
実
現
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。「
物
と
し
て
の
人
間
」

と
い
う
見
方
を
、
靉
光
や
鶴
岡
、
麻
生
ら
は
戦

中
期
か
ら
共
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
靉
光
は
つ
い
に
戦
地
か
ら
帰
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
鶴
岡
や
麻
生
ら
は
、
そ
の
見
方

を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
戦
後
の
人
間
存
在
を
見
つ

め
、
新
た
な
表
現
へ
と
結
実
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ

の
意
味
で
も
、
靉
光
の
細
密
素
描
の
連
作
は
戦

中
と
戦
後
を
架
橋
す
る
も
の
と
し
て
、
き
わ
め

て
意
義
深
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

（
企
画
課
主
任
研
究
員
）

註1　

ヨ
シ
ダ
・
ヨ
シ
エ「
靉
光
伝（
そ
の
3
）谷
口
印
刷
所

時
代
」『A

V
E

C
A

R
T

』六
〇
号
、
一
九
六
二
年
十
月
、

五
頁
。

2　

吉
井
忠「
つ
ぎ
当
て
ズ
ホ
ン
を
は
い
た
男
」『
美
術

グ
ラ
フ
』十
巻
九
号
、一
九
六
一
年
十
一
月
、二
五
頁
。

3　

井
上
長
三
郎「
表
現
の
不
自
由
を
感
じ
た
頃
」『
美

術
運
動
』五
七
号
、一
九
五
九
年
二
月
、
お
よ
び
吉
井
忠

「
戦
争
中
の
あ
る
美
術
団
体 

身
辺
の
記
録
を
加
え
て
」

『
美
術
運
動
』七
七
号
、
一
九
六
六
年
十
一
月
、
一
四
頁

な
ど
。

4　

弘
中
智
子「
吉
井
忠
の
日
記（
一
九
三
六
│
一
九
四

五
）書
起
し
」『
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
展
』カ
タ
ロ
グ
、
板
橋

区
立
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
、
一
二
一
│
一
二

二
頁
。

5　

麻
生
三
郎「
レ
ア
リ
ス
ム
に
喰
い
殺
さ
れ
た
男〈
靉

光
と
昭
和
十
年
代
の
画
家
た
ち
〉」『
藝
術
新
潮
』十
八
巻

十
二
号
、一
九
六
七
年
十
二
月
、
六
二
頁
。

6　

ヨ
シ
ダ
・
ヨ
シ
エ
、
吉
井
忠
、
大
野
五
郎
、
朝
日
晃
、

寺
田
政
明
、
匠
秀
夫「
座
談
会 

靉
光
覚
書
」『
画
家
』五

号
、
一
九
六
八
年
十
二
月
、
六
頁
に
お
け
る
寺
田
の
発

言
。
ま
た
セ
リ
グ
マ
ン
の
東
京
で
の
個
展
へ
の
岡
本
の

関
与
は
、
岡
本
太
郎『
母
の
手
紙
』（
月
曜
書
房
、
一
九
五

〇
年
一
月
、一
五
八
│
一
六
二
頁
）で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

7　

麻
生
三
郎「
人
間
的
、合
理
的
」『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

九
巻
五
二
号
、一
九
六
七
年
十
二
月
十
七
日
、二
六
頁
。

8　

小
山
田
二
郎
、
駒
井
哲
郎
、
斎
藤
義
重
、
鶴
岡
政

男
、
杉
全
直「
座
談
会『
事
』で
は
な
く『
物
』を
描
く
と

い
う
こ
と
」『
美
術
批
評
』二
六
号
、
一
九
五
四
年
二
月
、

二
二
頁
に
お
け
る
鶴
岡
の
発
言
。

表紙：「美術と印刷物─ 1960-70年代を中心に」展チラシ（デザイン｜森大志郎、写真｜中川周）
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菱田春草展
青磁のいま─ 受け継がれた技と美　南宋から現代まで
Review

現代美術のハードコアはじつは世界の宝である展


